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Ⅰ 一般仕様 

1. 件名 

液体窒素供給設備の製作 

 

2. 目的 

国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構（以下「QST」という。）では、幅広いアプローチ活動

のサテライト・トカマク計画において、日欧共同で機器の整備を実施している。 

本契約は、極低温設備の整備の一環として、那珂フュージョン科学技術研究所構内 JT-60SA 液体窒

素供給設備ヤードに 70 m3 の液体窒素貯槽及びその付帯設備を整備するものである。 

 

3. 業務内容 

(１) 液体窒素貯槽及び付帯設備の製作 １式 

(２) 既存設備への据付及び接続  １式 

(３) 試験・検査    １式 

 

4. 納入期限 

令和 10 年３月 31 日 

 

5. 納入場所 

茨城県那珂市向山 801-1 

QST 那珂フュージョン科学技術研究所 JT-60SA 液体窒素供給設備ヤード内 

 

6. 納入条件 

据付調整後渡し 

 

7. 検査条件 

(１) 作業完了後、第Ⅱ章 5 項に示す試験検査を行うこと。 

(２) 第Ⅰ章５項に示す納入場所に据付後、上記(1)に定める試験検査の合格、第Ⅰ章 8 項に示す提出書

類の確認及び本仕様書に定める業務が実施されたと QST が認めたときをもって検査合格とする。 

 

8. 提出書類 

表１に示す書類を遅延なく提出すること。 

 

 

表１ 提出書類一覧 

書類名 提出期限及び内容 部数 確認 

体制表 契約後速やかに提出すること。 

・下請負を含む社内体制と作業が実施さ

れる場所を記した書類。 

文 書 １ 部 及

び 電 子 フ ァ

イル 

不要 
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工程表 契約後速やかに提出すること。 文 書 １ 部 及

び 電 子 デ ー

タ 

要 

現地作業 工程 表

（月間、 週間 工

程） 

月間：現地作業前月中旬（別途指示） 

週間：現地作業前週の金曜日まで 

文 書 １ 部 及

び 電 子 フ ァ

イル 

不要 

緊急時連 絡体 制

表 

現地作業着手前 文 書 １ 部 及

び 電 子 フ ァ

イル 

不要 

作業従事者名簿 現地作業着手前 文 書 １ 部 及

び 電 子 フ ァ

イル 

不要 

品質管理計画 契約後速やかに提出すること。 

・第Ⅰ章 10 項に示す品質管理について 

その計画を示すこと。 

文 書 １ 部 及

び 電 子 フ ァ

イル 

要 

議事録 打合せ後、5 営業日以内に提出すること。 

・ 会議内容を記した書類 

文 書 １ 部 及

び 電 子 デ ー

タ 

要 

製作要領書 製作開始１週間前に提出すること。 

・ 製作図 

・ 強度計算書 

・ 耐震設計計算書 

文 書 １ 部 及

び 電 子 デ ー

タ 

要 

作業要領書 作業開始１週間前に提出すること。 

・ 作業手順書 

・ リスクアセスメント 

・ 輸送据付要領書 

文 書 １ 部 及

び 電 子 デ ー

タ 

要 

試験検査要領書 試験検査実施１週間前に提出すること。 

・ 製作に関わる試験検査 

・ 作業に関する試験検査 

文 書 １ 部 及

び 電 子 デ ー

タ 

要 

リスクア セス メ

ント、KYK（危険

予知活動記録） 

作業実施前 

 

文書１部 不要 

作業日報 前日分を翌日朝 文 書 １ 部 及

び 電 子 デ ー

タ 

不要 

完成図書 納期までに提出すること。 

・ 上記すべての書類 

・ 作業の様子をまとめたもの 

・ 試験検査記録 

文 書 １ 部 及

び 電 子 デ ー

タ 

不要 



 

3 

高圧ガス 変更 申

請向け資料 

納期までに提出すること。 

・ 高圧ガス保安法に準拠した試験検査

記録、材料証明書及び作業者免状の

写し等から構成するものとする。 

・ 完成図書とは別冊にすること。 

・ 高圧ガス特定設備検査合格証（原紙） 

・ 高圧ガス認定成績書（原紙） 

文 書 １ 部 及

び 電 子 デ ー

タ 

要 

再委託承諾願 

（ QST 指 定 様

式） 

作業開始２週間前までに提出すること。 

※下請負等がある場合に提出のこと。 

文書 1 部 要 

外国人来訪者票 

（ QST 指 定 様

式） 

対象者入構の２週間前までに提出するこ

と。 

※外国籍のもの、又は、日本国籍で非居住

の者の入構がある場合提出すること。 

文書 1 部 要 

 

（提出場所） 

QST 那珂フュージョン科学技術研究所  

トカマクシステム技術開発部 JT－60SA マグネットシステム開発グループ 

 

（確認方法） 

「確認」は次の方法で行う。 

QST は、確認のために提出された書類を受領したときは、期限日を記載した受領印を押印して

返却する。また、当該期限までに審査を完了し、受理しない場合には修正を指示し、修正等を指示

しないときは、受理したものとする。ただし、再委託承諾願については、QST が確認後、書面に

て回答する。「外国人来訪者票」は QST の確認後、入構可否を電子メールで通知するものとする。 

 

（電子データ）  

提出物のうち電子データは、CD-R 又は DVD-R により提出すること。 

データ形式は Microsoft 社製 Word、Excel、Adobe 社製 PDF のいずれかの書式を用いること。

ただし、この方法によることができない電子データについては、QST の情報セキュリティ実施規

程等を遵守し、QST と協議して提出方法を決定すること。 また、外国人来訪者票は電子メールの

添付ファイルにて提出すること。 

 

9. 支給品及び貸与品 

(１) 支給品 

・作業用電力及び工水（各一式）は、QST 内指定場所より無償支給する。 

・槽内ガス置換等作業用液体窒素（一式）は、無償支給する。 

(２) 貸与品 

既設の液体窒素供給設備に関する書類を無償貸与する。表２に貸与品の詳細を示す。 
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表２ 貸与品の詳細 

書類名 既存 液体窒素供給設備 関係図書 
数量 一式 
引渡場所 制御棟 416A 室 
引渡時期 契約後 
引渡方法 手渡し 

 

10. 品質管理 

本契約の履行にあたり適用する品質保証計画は、別に定める「BA 調達取決めに係る調達契約の品質

保証に関する特約条項」によるものとする。なお、各機器の品質重要度の等級は「クラス B」とする。 

 

11. 適応法規・規格基準等 

(１) 高圧ガス保安法 

(２) 一般高圧ガス保安規則及び同規則関係例示基準 

(３) 産業標準化法 

(４) 労働安全衛生法 

(５) BA 協定並びに議定書 

(６) 受注業務に関し、適用又は準用すべき全ての国内法令・国内規格・国内基準等 

 

12. 契約不適合責任 

契約不適合責任については、契約条項のとおりとする。 

 

13. 機密保持 

受注者は、本業務の実施に当たり、知り得た情報を厳重に管理し、本業務遂行以外の目的で、受注者

及び下請会社等の作業員を除く第三者への開示、提供を行ってはならない。 

 

14. 一般安全管理 

(１) 作業計画に際し綿密かつ無理のない工程を組み、材料、労働安全対策等の準備を行い、作業の安全

確保を最優先としつつ、迅速な進捗を図るものとする。また、作業遂行上既設物の保護及び第三者

への損害防止にも留意し、必要な措置を講ずるとともに、火災その他の事故防止に努めるものとす

る。 

(２) 作業現場の安全衛生管理は、法令に従い受注者の責任において自主的に行うこと。 

(３) 受注者は、作業着手に先立ち QST と安全について十分に打合せを行った後着手すること。 

(４) 受注者は、作業現場の見やすい位置に、作業責任者名及び連絡先等を表示すること。 

(５) 作業中は、常に整理整頓を心掛ける等、安全及び衛生面に十分留意すること。 

(６) 受注者は、本作業に使用する機器、装置の中で地震等により安全を損なう恐れのあるものについて

は、転倒防止策等を施すこと。 

(７) 高圧ガスを取り扱う場合は、QST の保安係員の指示に従うこと。 

 

15. グリーン購入法の推進 
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(１) 本契約において、グリーン購入法（国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律）に適用す

る環境物品（事務用品、OA 機器等）が発生する場合は、これを採用するものとする。 

(２) 本仕様に定める提出書類（納入印刷物）については、グリーン購入法の基本方針に定める「紙類」

の基準を満たしたものであること。 

 

16. 協議 

本仕様書に記載されている事項及び本仕様書に記載のない事項について疑義が生じた場合は、QST

と協議の上、その決定に従うものとする｡ 

 

17. その他 

(１) 受注者は、QST が量子科学技術の研究・開発を行う機関であり、高い技術力及び高い信頼性を社

会的に求められていることを認識するとともに、QST の規程等を順守し、安全性に配慮しつつ業

務を遂行しうる能力を有する者を従事させること。 

(２) 受注者は、本件業務を実施することにより取得したデータ、技術情報、成果その他のすべての資料

及び情報を QST の施設外において、発表若しくは公開することはできない。ただし、あらかじめ

書面により QST の承認を受けた場合はこの限りではない。 

(３) 受注者は、異常事態等が発生した場合、QST の指示に従い行動するものとする。 

(４) QST が貸与した物品は、受注者において善良な管理者の注意の下に使用するものとし、使用後は

速やかに返却すること。 

(５) 本仕様書に記載されていない事項であっても、技術上当然必要と思われる事項については、QST

担当者と協議の上、受注者の責任で実施すること。その他仕様書に定めのない事項については、

QST と協議の上決定する。 

(６) 作業は、QST の定める通常の業務時間内（9:00-17:30）に行うことを原則とする。ただし、特殊車

両の入出構については別途協議とする。 

(７) 本契約に関する作業関係者に外国人が含まれ、那珂フュージョン科学技術研究所に入構する予定

がある場合は、速やかに QST に連絡すること。入構許可を有していない場合は、入構手続きを行

い、那珂フュージョン科学技術研究所の入構許可が下りたことを確認して入構すること。外国人の

入構手続きについて、手続き開始後、許可が下りるまで通常 2 週間程度を要する。また、許可が下

りない場合もありうる。 

  



 

6 

Ⅱ 技術仕様 

1. 概要 

JT-60SA ヘリウム冷凍機の安定稼働に向け、液体窒素貯槽の増設を計画している。 

受注者は、液体窒素貯槽及びその付帯設備を製作し、既存の JT-60SA 液体窒素供給設備内に製作し

た機器を据付け、配管を敷設すること。系統図を図１及び添付資料１に示す。また、新設した計器及び

バルブ類から電源ボックス内の端子台まで配線し、動作確認を行うこと。なお、これら機器を据え付け

る基礎はすでに建築している(添付資料２参照)。また、高圧ガス変更手続きに必要な書類の取りまとめ

を行うこと。図２に機器配置図案を示す。 

 

図１ 系統図 

 

図２ 機器配置図案 
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2. 液体窒素貯槽及び付帯設備の製作 

製作品は、液体窒素用液体窒素貯槽加圧蒸発器及び送液切替バルブ（増設部）から構成される。高圧

ガス保安法に準拠して製作し、据付設置すること。以下に詳細な仕様を示す。また、受圧部である貯

槽・機器・配管等の溶接は、JIS Z 3821 相当の有資格者が行うこと。 

(１) 液体窒素貯槽 

表３に液体窒素貯槽の仕様を示す。 

 

表３ 液体窒素貯槽及び圧力調整弁の仕様 

 仕様 

充填物 液体窒素 

内容積 70 m3 

充填圧 0.49 MPa 

配管系統図 添付資料１に示す。 

圧力計(PG1’, PT1’) 計測レンジ： 0-1 MPa 

PT1 は、指示値を 4-20 mA として出力できるものを選定するこ

と。（参考 アズビル株式会社製 スマートトランスミッタ

DSTJ3000 JTG940A） 

差圧計(LG1’, LT1’) 計測レンジ： 0-100 kPa 

LT1 は、その指示値を 4-20mA として出力できるものを選定す

ること。(参考：アズビル株式会社製 スマートトランスミッタ

DSTJ3000 JTＤ920A) 

配管及び弁類 図２及び添付資料１を参考に当該機器に適合した配置、仕様を

選択すること。 

形状 CE 脚部の形状は既設の基礎及びアンカーボルト（添付資料２参

照。ただし、実物の寸法を正とする）に合わせること。 

また、液体窒素充填口の形状は別途協議とする。 

 

(２) 加圧蒸発器 

表４に液体窒素貯槽より消費する液体窒素及び窒素ガスの最大使用量を示す。加圧蒸発器はこれを

満足するものを選定すること。また、付帯する加圧調整弁は槽内圧力値をフィードバックしその開度

を調整できる機能を有すること。 

 

表４ 本設備における液体窒素及び窒素ガスの最大消費量 

 仕様 

液体窒素 最大消費量 3,400 L/h 

窒素ガス 最大消費量 350 Nm3/h 
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(３) 送液切替バルブ（増設部） 

表５に送液切替バルブ（増設部）の仕様を示す。 

 

表５ 送液切替バルブの仕様 

 仕様 

バルブ(EV2) 上位からの開閉信号(AC100V)に応じ開閉するバルブを採用す

ること。駆動圧については EV1 駆動圧供給配管(既設)より分岐

させること。 

リミットスイッチ 

 

EV2 リミットスイッチとして開接点 ON(無電圧接点)を備える

こと。 

断熱性能 雰囲気温度に対し十分な断熱材で養生すること。 

 

(４) 敷地内電灯 

夜間においても液体窒素貯槽の弁操作、圧力計(PG1’)及び差圧計(LG1’)指示値の読み取り並びに加

圧蒸発器及び加圧調整弁の目視点検を計画している。これらを安全に実施できるよう適切な位置に電

灯を設置し、電源ボックス(既設)より配線すること。 

 

3. 使用条件 

(１) 設置環境 

屋外(-10℃から 40℃) 

(２) 充填物 

液体窒素(充填圧 0.49 MPaG) 

 

4. 既存設備への据付及び接続 

(１) 製作品の据付 

第Ⅱ章２項に示す物品を既設の基礎に据え付けること。なお、敷地内電灯は夜間においても計器

類が確認できる適切な場所に設置すること。 

(２) 敷地内配管敷設 

製作品間配管、送液ライン及び送ガスラインの配管を敷設すること。配管レイアウト案を図２に示

す。送液ラインについては、雰囲気温度に対し十分な断熱材で養生すること。また、既設の送液ライ

ン及び送ガスラインの取合フランジを表６に示す。 

 

表６ 既設の送液ライン及び送ガスラインの取合フランジ 

 仕様 

送液ライン JIS10K RF50A 

送ガスライン JIS10K RF50A 

 

(３) 敷地内配線敷設 

敷地内及び電源ボックス（既設）内の配線作業を行うこと。添付資料３に配線図を示す。なお、加
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圧調整弁の開度調整を演算するデジタル調節指示計(表 7)を盤内に増設すること。 

 

表７ デジタル調節指示計の型式 

 仕様 

デジタル調節指示計 参考 アズビル株式会社製 デジタル指示調節計 SDC36 

 

5. 試験・検査 

受注者は、試験検査要領書に基づいて、現地または工場内において下記の試験を実施し、その結果

を試験検査報告書として、発注者に提出すること。 

(１) 高圧ガス保安法に準拠した試験検査 

高圧ガス保安法に従い、試験検査を実施すること。また、所管官庁への届け出に向けた提出書類の取

りまとめを行うこと。所管官庁への手続は QST が行うが。受注者は、本装置、付帯設備の製作、据付

を含めた試験検査について、変更許可申請から完成検査までに関わる書類の作成及び助成を行うもの

とする。さらに、液体窒素貯槽と断熱層との間のヘリウムリーク試験を室温、運転圧力で行い、漏れが

ないことを確認すること。 

(２) 耐震設計書 

高圧ガス変更申請に必要な当該機器の耐震設計を行い、耐震設計計算書を作成すること。 

(３) 信号確認及び動作確認 

増設した機器について、QST 立会いのもと、上位との信号確認及び動作確認を実施すること。 

(４) 絶縁抵抗試験 

当該作業範囲に対し絶縁抵抗試験を実施すること。 

(５) 貯槽内の清掃・置換作業 

表８に示す槽内不純物の基準値を満たすよう、清掃・置換作業を実施すること。 

 

表８ 槽内不純物の基準値 

 仕様 

タンク内清潔度 切粉等を除去すること。 

酸素 0.001 %未満 

露点 -70 ℃ 未満 

液体窒素充填 10％程度（槽内の予冷のため） 

 

以上 
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添付資料３ 電源ボックス(既存) 盤内の配線図
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